
令和５年３月 27 日 

保護者様 

横浜市立釜利谷南小学校 

校 長  田中 さくら 

「令和４年度釜南学校づくりアンケート」の結果と考察について 

 

保護者の皆様には、日頃より横浜の教育の推進に対する、ご理解とご協力 

をいただき、心より感謝申し上げます。 

 さて、アンケートへのご協力ありがとうございました。今年度は感染症対 

策を講じながらでしたが、計画していた行事を予定通り行うことができまし 

た。ご協力ありがとうございました。昨年度に引き続き、学校・学年だより、 

ホームページ、マチコミメール等を活用して学校からの情報発信に努めまし 

た。保護者様と児童のアンケート結果と考察を載せていますので、ご確認く 

ださい。 

 

令和４年度 釜南学校づくりアンケート 児童数 291 人、家庭数 221 軒 回答数 148 人（令和５年２月アンケート時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④学校は、体力向上に努めている。
（姿勢体操、長縄集会、外遊び推奨
など） 

①学校は、学力の基礎・基本の定着を
図っている（チーム学年経営による教
科担任制・少人数指導など） 

②学校は、進んで挨拶する子どもた
ちを育てている。（学級や登下校時
のあいさつ指導など） 

⑥学校は、一人ひとりの児童に応じ
た指導や支援を行っている。（学習サ
ポート、ロイロノートの活用など） 

③学校は、人を思いやって行動する
子どもたちを育てている。（たてわり
活動・多文化共生理解など） 

⑤学校は、適切に児童指導を行って
いる。（情報の職員の共有化、チーム
学年経営による児童指導など） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈考察〉 

① 「学力の基礎・基本の定着」については、よい評価をいただきました。チーム学年経営による教

科担任制や少人数算数指導が２年目を迎え、取組に対するご理解をいただいた結果と思います。

一方で学力・学習状況調査では、基礎基本の習得が不十分であるという調査結果も出ており、今

後計算や漢字等基礎的・基本的な学力の定着に向けて取り組んで参ります。 

② 「進んで挨拶する子どもたちを育てている」については、感染症の様子を見ながらでしたが、今

年度後半より、朝の校門指導などであいさつの励行に取り組み始めました。来年度も引き続きす

すんであいさつできる子の育成を目指して取り組んで参ります。 

⑧「子どもたちの様子を分かりやすく伝えている」の項目では、おおむね肯定的なご意見をいただき

つつも、今後の課題となるご意見もいただいています。今年度からあゆみの配付が１回になりま

したが、面談等を通じて子ども一人ひとりの様子をていねいにお伝えできればと思います。 

⑨「安全・安心に活動できる環境づくり」につきましては、おおむねよい評価をいただきました。今

年度は感染症の様子を見ながらでしたが、おおむね年度当初に予定していた行事を行うことがで

きました。引き続き、子どもたちの安全・安心を第一に考えながら、学校として可能な限りの学

習活動を行えるように努めてまいります。また、感染症の流行状況等による変更の可能性はあり

ますが、行事等の予定は年度当初にお知らせし、変更が決定した場合はマチコミメールや学校だ

より等を通して速やかにお知らせするようにして参ります。マチコミメールアプリのカレンダー

も随時更新しておりますので、そちらもご活用ください。 
 

〈主な保護者のお声〉 

・月間予定表をもう少し早くいただけたらと思う。行事の予定ももう少し早めに知りたい。 

・休み時間の積極的な外遊び推奨や、放課後の学校開放は、安全面や、「家にこもらず外に出る！」と

いう点でとてもありがたい。また、学年関係なく幅広い年代の子との関わりを持てる、とても良い場

だと感じている。 

・挨拶の声が前より大きくなったり、登校時に１年生の荷物を持ってあげたりと色々な場面で子どもの 

成長を窺えることができて嬉しく思う。 

・教科ごとに担任の先生を変えて指導してくれているので、中学校の準備になってとても良いと思う。 

・少人数の強みを生かして、一人一人に目が届いて大切に、また異なる学年間の交流なども交えて工夫

して教育をしていただいていると感じている。 

・あゆみの先生からの評価が前期でなくなった点は残念な気がしたが、説明を聞いて納得している。 

・色々な学校があると思うが、釜利谷南小はコロナ禍が続く中、行事を中止せず、保護者の参加も制限 

しすぎず行えたので、子どもも経験をつむことができ、親も見る機会をもらえありがたく思ってい

る。 

・今年度もコロナ禍継続の中ではあったが、感染対策をしっかり行いながら、沢山の活動を子どもたち 

が体験できて良かったと感じている。 

⑦学校は、学校の情報を分かりやすく
発信している。（学校・学年だより、メ
ール配信、学校ホームページなど） 

⑧学校は、子どもたちの様子を分か
りやすく伝えている。（個人面談、
懇談会、あゆみなど） 

⑨学校は、安全・安心に活動できる環
境づくりを図っている。（感染症対
策、避難訓練、安全点検など） 


